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（１）原則として、定年前職種と同様の職務内容とします。 
（２）管理職としての再任用はしません。 
（３）勤務校については、本人の意向や年齢構成など学校の実情等を総合的に考慮し、本人の経験や

技能を生かせるよう、全県的な立場から決定します。 
（４）暫定再任用希望者が６５歳に達する日の属する年度まで、フルタイム勤務職員に再任用します。 

なお、職員本人が短時間勤務を希望する場合や、職員構成の適正化を図る等の事情又は本人の

病気・介護等の理由により、暫定再任用希望者をフルタイム勤務職員に再任用することが困難で

あると県教育委員会が認める場合には、暫定再任用短時間勤務職員に再任用します。 
（５）フルタイム勤務職員の勤務時間は、１日７時間４５分、週３８時間４５分とします。 
（６）短時間勤務職員の勤務時間は、週１９時間２５分とします。 

     ・日曜日及び土曜日に加えて、月曜日から金曜日までの５日間において、週休日を設けることが

できます。 
   ・１週間ごとの期間につき、１日あたり７時間４５分を超えない範囲内で勤務時間を割り振りま

す。（※ 詳細は、平成１４年４月１日付け１４教職第１６号を参照のこと。） 
【市町立学校】 

【県立学校】 

 
 
 
（１）服務 
  ・フルタイム勤務職員及び短時間勤務職員ともに、定年前の常勤職員と同様です。 
（２）休暇等 

     ・フルタイム勤務職員及び短時間勤務職員とも、平成１４年４月１日付け１４教職第１６号及び

平成２１年４月１日付け２１教職第５１号、平成３０年１２月２８日付け３０教職第１７８号

を参照のこと。 
 

任用する職 勤務形態 勤務時間 

教諭、養護教諭、栄養教諭、 

副主任学校栄養職員、事務主査 

フルタイム勤務 週３８時間４５分 

短時間勤務 週１９時間２５分 

任用する職 勤務形態 勤務時間 

教諭、養護教諭、栄養教諭、 

実習助手、寄宿舎指導員、 

副主任栄養士、主任主事 

フルタイム勤務 週３８時間４５分 

短時間勤務 週１９時間２５分 

甲板員、機関員、通信員  フルタイム勤務  週３８時間４５分 

７ 任用する職及び勤務形態等 

８ 服務・休暇等 
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（１）給料月額 

    給料月額は、職務の級ごとに定める額とし、昇給はありません。短時間勤務職員の給料月額は、

フルタイム勤務職員の給料月額を基礎に、その勤務時間に比例した額となります。 
なお、次表の月額は令和５年４月１日現在のものであり、今後改定されることもあります。 

※ 任用する職ごとの級格付けは、当面下表のとおりとします。 
【市町立学校】 

任用する職 給 料 表 
級格付け（月額） 

フルタイム勤務 短時間勤務 

教諭・養護教諭・栄養教諭 小学校中学校教育職給料表 ２級(271,100 円) ２級(135,841 円) 

事務主査 行政職給料表 ３級(255,200 円) ３級(127,874 円) 

副主任学校栄養職員 学校栄養職給料表 ４級(256,900 円) ４級(128,726 円) 

【県立学校】 

任用する職 給 料 表 
級格付け（月額） 

フルタイム勤務 短時間勤務 

教諭・養護教諭・栄養教諭 
教育職給料表（二） 

２級(274,300 円) ２級(137,444 円) 

実習助手・寄宿舎指導員 １級(234,000 円) １級(117,251 円) 

副主任栄養士 医療職給料表（二） ４級(256,900 円) ４級(128,726 円) 

主任主事 行政職給料表 ３級(255,200 円) ３級(127,874 円) 

甲板員・機関員・通信員 海事職給料表 ３級(250,300 円) － 

（２）諸手当 
    基本的には再任用前と同じですが、扶養手当、住居手当、へき地（特地勤務）手当、へき地   

（特地勤務）手当に準ずる手当、退職手当は支給されません。 
（３）年 収 
【市町立学校】 

    下記の例は、小学校中学校教育職給料表をもとに試算したものです。 
   （給与年額には教職調整額、義務教育等教員特別手当、期末手当、勤勉手当が含まれています。） 

     例１ フルタイムの教諭として再任用された場合（単位：千円） 
 

  
 
 【県立学校】 
    下記の例は、教育職給料表（二）をもとに試算したものです。 
   （給与年額には教職調整額、義務教育等教員特別手当、期末手当、勤勉手当が含まれています。） 

     例２ フルタイムの教諭として再任用された場合（単位：千円） 
 

  
 
 
    

フルタイム勤務職員は共済組合員となりますが、短時間勤務職員は、国民健康保険または共済組

合の任意継続組合員制度のいずれかの医療保険を選択することになります。 
      なお、フルタイム勤務職員については雇用保険の適用を受けることになります。 

 給料月額 給与年額 共済掛金等 差引年収  
２７１ ４，１０９ ６２６ ３，４８３ 

 給料月額 給与年額 共済掛金等 差引年収  
２７４ ４，１５７ ６２７ ３，５３０ 

９  給与関係 

10 共済制度等 
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（１）原則として、退職前職種と同様の職務内容とします。 
（２）管理職としての再任用はしません。 
（３）勤務校については、本人の意向や年齢構成など学校の実情等を総合的に考慮し、本人の経験や

技能を生かせるよう、全県的な立場から決定します。 
（４）定年前再任用短時間勤務職員の勤務時間は、週１９時間２５分とします。 

     ・日曜日及び土曜日に加えて、月曜日から金曜日までの５日間において、週休日を設けることが

できます。 
   ・１週間ごとの期間につき、１日あたり７時間４５分を超えない範囲内で勤務時間を割り振りま

す。（※ 詳細は、平成１４年４月１日付け１４教職第１６号を参照のこと。） 
 【市町立学校】 

任用する職 勤務形態 勤務時間 

教諭、養護教諭、栄養教諭、 

副主任学校栄養職員、事務主査 
短時間勤務 週１９時間２５分 

【県立学校】 

任用する職 勤務形態 勤務時間 

教諭、養護教諭、栄養教諭、実習助手、

寄宿舎指導員、副主任栄養士、 

主任主事 

短時間勤務 週１９時間２５分 

 
 
 
（１）服務 
  ・定年前の常勤職員と同様です。 

※※勤勤務務時時間間、、給給与与のの仕仕組組みみ等等はは、、従従前前のの再再任任用用制制度度（（短短時時間間勤勤務務））とと同同様様のの取取扱扱いいをを基基本本ととしし

まますす。。 
（２）休暇等 

     ・平成１４年４月１日付け１４教職第１６号及び平成２１年４月１日付け２１教職第５１号、平

成３０年１２月２８日付け３０教職第１７８号を参照のこと。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６ 任用する職及び勤務形態等 

７ 服務・休暇等 
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（１）給料月額 
    給料月額は、職務の級ごとに定める額とし、昇給はありません。短時間勤務職員の給料月額は、

フルタイム勤務職員の給料月額を基礎に、その勤務時間に比例した額となります。 
なお、次表の月額は令和５年４月１日現在のものであり、今後改定されることもあります。 

※ 任用する職ごとの級格付けは、当面下表のとおりとします。 
 【市町立学校】 

任用する職 給 料 表 
級格付け（月額） 

短時間勤務 

教諭・養護教諭・栄養教諭 小学校中学校教育職給料表 ２級(135,841 円) 

事務主査 行政職給料表 ３級(127,874 円) 

副主任学校栄養職員 学校栄養職給料表 ４級(128,726 円) 

【県立学校】 

任用する職 給 料 表 
級格付け（月額） 

短時間勤務 

教諭・養護教諭・栄養教諭 
教育職給料表（二） 

２級(137,444 円) 

実習助手・寄宿舎指導員 １級(117,251 円) 

副主任栄養士 医療職給料表（二） ４級(128,726 円) 

主任主事 行政職給料表 ３級(127,874 円) 

 
（２）諸手当 

    基本的には再任用前と同じですが、扶養手当、住居手当、へき地（特地勤務）手当、へき地   

（特地勤務）手当に準ずる手当、退職手当は支給されません。 
（３）年 収 
【市町立学校】 

    下記の例は、小学校中学校教育職給料表をもとに試算したものです。 
   （給与年額には教職調整額、義務教育等教員特別手当、期末手当、勤勉手当が含まれています。） 

     例１ 定年前再任用短時間勤務の教諭として再任用された場合（単位：千円） 
 

  
 
 【県立学校】 
    下記の例は、教育職給料表（二）をもとに試算したものです。 
   （給与年額には教職調整額、義務教育等教員特別手当、期末手当、勤勉手当が含まれています。） 

     例２ 定年前再任用短時間勤務の教諭として再任用された場合（単位：千円） 
 

  
 
 
 
    

短時間勤務職員は、国民健康保険または共済組合の任意継続組合員制度のいずれかの医療保険を

選択することになります。 
 

 給料月額 給与年額  
１３５ ２，０５９ 

 給料月額 給与年額  
１３７ ２，０８３ 

８  給与関係 

９ 共済制度等 
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